
行是（1966年制定）

 役職員一人ひとりの環境意識を高めるとともに、透明度の高
い情報開示に努め、心身ともに「クリーンバンクしがぎん」の
実現を目指しています。

「クリーン」に込めた４つの思い
省資源・省エネルギーの「エコオフィスづくり」1

倫理観の強い行員づくり3
透明度の高い情報開示　　　　　 (1999年に宣言)

2007年制定

4

「環境対応型金融商品・サービスの開発、提供」による
地域への環境保全活動への働きかけ

2

地球環境との　 存 　栄共 共

地域とともに歩む銀行として、お客さまの
信頼と期待にお応えするため、「健全」と
「進取」の精神を貫き、地域社会の発展に
努めます。

当行は、ＣＳＲ（企業の社会的責任）を「社会の持続可能な発

展のために、社会の一員である当行が果たすべき責任」と

位置づけ、「環境」「福祉」「文化」を３本柱としたＣＳＲ活動を

展開しています。

行是「自分にきびしく　人には親切　社会につくす」の精神を

原点とし、「クリーンバンクしがぎん」を目指して、ＣＳＲ憲章

（経営理念）に掲げる「地域社会」「役職員」「地球環境」との

「共存共栄」の実践に努めています。

ＣＳＲのしがぎん

　私たちは、伝統ある近江商人の「三方よし(売り手よし、買い
手よし、世間よし)」の精神を継承した行是「自分にきびしく 人には
親切 社会につくす」をＣＳＲ（企業の社会的責任）の原点とし、社会
の一員として「共存共栄」を実現してまいります。

　「ＣＳＲ憲章」に込められた「共存共栄」の精神を体現するため、具
体的指針「滋賀銀行の行動規範」を策定しています。(1)信頼の確
保と社会的責任の遂行(2)質の高い金融サービスの提供(3)法令
やルールの厳格な遵守など、８項目の指針を掲げています。

 ＣＳＲ活動の中長期的計画や毎年度の取り組み内容等を組織
横断的に協議することを目的に、頭取を委員長とする「ＣＳＲ委
員会」を年３回開催しています。当行グループの全役員が一堂
に会し、ＣＳＲ活動の一層の充実に向けて、積極的な討議を行っ
ています。

役職員一人ひとりの人権や個性を尊重し、
働きがいのある職場づくりに努め、心身と
もに「クリーンバンクしがぎん」の実現に努
めます。

琵琶湖畔に本拠を置く企業の社会的使命
として「環境経営」を実践し、地球環境を守
り、持続可能な社会づくりに努めます。

1999年10月制定
2010年4月改定

　当行は、「未来からの預かりもの」である琵琶湖を擁する滋
賀県の地元銀行として、「環境金融」の更なる充実により、持続
可能な社会づくりに貢献するとの使命を再認識し、「お金の流
れで地球環境を守る」との気概で、「地球温暖化防止」ならび
に「生物多様性保全」に向けた取り組みの実現に努めてまいり
ます。

省資源・省エネルギー活動
金融サービスを通じた環境保全
環境関連法規等の順守
全員参加と啓発
環境方針の公開

2010年8月制定

　当行は、多彩ないのちを育む世界有数の古代湖・琵琶湖畔に
本拠を置く企業の社会的使命として、経営に環境を取り込んだ
「環境経営」を実践し、地域の皆さまとともに「地球の恵み」であ
る生物多様性の保全、さらには持続可能な社会の実現に努めて
まいります。

役職員自らが生物多様性保全の活動を
展開する
地域の皆さまと連携し、ネットワークづくりに
取り組む
環境対応型金融商品・サービスの提供により、
生物多様性保全に努める　　

エコオフィスづくり

環境金融 環境ボランティア

ヨシ刈りボランティア
外来魚駆除・
釣りボランティア

ソーラーパネル
エコスタイル

リサイクル

環境方針 生物多様性保全方針

クリーンバンクしがぎん ＣＳＲ憲章（経営理念）

滋賀銀行の行動規範

ＣＳＲの推進態勢

役職員との　 存 　栄共 共

地域社会との　 存 　栄共 共
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人類共通の課題である環境問題。経済のグリーン化の実現は喫緊の課題です。　　
当行は、琵琶湖畔に本拠を置く企業の社会的使命として、「環境経営」を主軸としたＣＳＲを追求し、
地球温暖化防止や生物多様性保全、更には持続可能な社会の実現に努めています。

環境経営
　当行は、経営に環境を取り込んだ「環境経営」を銀行経営の要諦と位置づけ、

省資源・省エネルギー活動に努める「エコオフィスづくり」、本業を通じた環境保全への取り組みとして
金融に環境を組み込んだ「環境金融」ならびに「環境ボランティア」活動を展開しています。

CSRのしがぎん

地球環境との　 存 　栄共 共
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環境影響

間接的な取り組み

直接的な取り組み

環境保全に取り組まれるお客さま
をサポートする「環境対応型金融
商品・サービスの開発、提供」

省資源・省エネルギー・リサイクル
活動などの
「エコオフィスづくり」

環境対応型金融商品・
サービスの提供

エコオフィスづくり

0から出発し、取り組めば
取り組むほど環境に
プラスの影響を与える。

努力して環境影響を
0に近づける。

+

－

0

内部監査チーム

商品担当アドバイザー
法務担当アドバイザー

環境マネジメントシステムの考え方 環境マネジメント組織図

　２０１４年６月、環境省が創設した「エコ・ファースト制度」において、社会的要請を踏まえた
新たな「エコ・ファーストの約束」を環境大臣へ提出し、「エコ・ファースト企業」に再認定さ
れました。当行は２００８年７月、金融業界初の「エコ・ファースト企業」に認定されています。

　２０００年にＩＳＯ１４００１を認証取得してから１５年間、「環境経営」の実践のため、滋賀銀行独自の環境マネジメントシステムを運用し
てきました。省資源・省エネルギーの「エコオフィスづくり」と、銀行の本業を通じて環境保全に貢献する「環境対応型金融商品・サー
ビスの提供」を環境マネジメントシステムに組み込み、スパイラルアップに努めています。
　なお、２０１3年度においても環境に関する法令違反はございませんでした。

　２０１３年１２月、「第１５回グリーン購入大賞」（主催：グリーン購入ネットワーク（ＧＰＮ））に
おいて「大賞」を受賞しました。
　地域に対する影響力が大きい地方銀行として、グリーン購入をはじめとした「環境負
荷低減に関する幅広く、継続的かつ新規の取り組み」が高く評価されました。

　２０１４年3月、「第１７回環境コミュニケーション大賞」
（主催：環境省、一般財団法人地球・人間環境フォーラ
ム）において、「ＣＳＲリポート２０１３　歩みを、共に。」が環
境報告書部門において最高位である「環境報告大賞
（環境大臣賞）」を、また、テレビＣＭ「ニゴロブナ・ワタカ
放流」篇が、テレビ環境ＣＭ部門「優秀賞（地球・人間環
境フォーラム理事長賞）」を受賞。ダブル受賞の快挙と
なりました。

持続可能な社会へ

SRIファンドSRIファンド
CSRに積極的に取り組む企業に投資

『びわ湖はクリーンに 地域経済はホットに 地球を愛す（ICE）』

環境預金環境預金
預金をしながら環境サポート

環境融資環境融資
環境保全設備の導入等をサポート

環境金融
（エコ・ファイナンス）

環境コミュニケーション

地球温暖化防止 生物多様性保全

地域社会・地球環境との　 存 　栄共 共

ビジネスフォーラム サタデー起業塾
ニュービジネスにかける起業家精神をサポート

エコビジネスマッチングフェア
ビジネスの創出を強力にバックアップ

地球温暖化防止と生物多様性保全は単なる責務ではなく、
人間社会が持続可能なものであるための必須要件といえます。

そこで、当行は、環境問題に伴うリスクと生態系の損失を軽減するために、
「環境金融」の取り組みを実践しています。

1. 「環境金融」を通じたグリーン経済を積極的に推進します。
～“お金の流れで地球環境を守る”との気概で、環境対応型金融商品・サービスの
提供を実践～

2. 「エコオフィスづくり」を積極的に推進します。
～省資源・省エネルギーによる「クリーンバンクしがぎん」の実践～ 

3. 生物多様性の保全活動により、人と自然が共生する社会づくりを推進します。
～地域の皆さまとともに、持続可能な社会を実現～

エコ・ファーストの約束

「第１７回環境コミュニケーション大賞」
（主催：環境省、一般財団法人地球・人間環境フォーラ
ム）において、「ＣＳＲリポート２０１３　歩みを、共に。」が環

「環境報告大賞
を、また、テレビＣＭ「ニゴロブナ・ワタカ

テレビ環境ＣＭ部門「優秀賞（地球・人間環
ダブル受賞の快挙と

　２０１４年１月、近畿地区で初開催となる「第４回『２１世紀金融行動原則※』預金・貸金・リース業務ワーキンググループ会議」において、
ホスト行をつとめました。これまでの「環境金融」に対する当行の取り組みを紹介しました。

※【２１世紀金融行動原則】持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則(事務局:環境省)。環境金融の取り組みの輪を拡げるため、金融機関の
自主的な取り組みとして策定された金融行動のイニシアティブ。国内193（２０１４年７月末現在）の金融機関が署名しています。

エコ・ファースト企業に再認定

ＩＳＯ１４００１の取り組み

　国連環境計画（ＵＮＥＰ）※が提唱している「環境と持続可能な発展に関する金融機関声明」に、
2001年、市中銀行で初めて署名しています。当行は環境経営を展開し、「金融機関声明」の精神
の実現に努めています。
※【国連環境計画（ＵＮＥＰ）】地球環境問題に取り組む国際連合の機関。「金融機関声明」には、現在、世界の２００以上の金融機関が署名しています。

「ＵＮＥＰ金融機関声明」に署名

　当行は、英国の新聞フィナンシャル・タイムズとロンドン証券取引所の合弁会社ＦＴＳＥ社の「ＦＴＳＥ４Ｇｏｏｄ
Global Index」の構成銘柄に１１年連続で選ばれています。
　「ＦＴＳＥ４Ｇｏｏｄ」指数シリーズは、世界で最も注目されているSRI※株価指数の１つです。環境・社会・人権など、
世界的に認められた「企業の社会的責任基準」を満たした企業により構成されています。

※【SRI】「Socially Responsible Investment」(社会的責任投資)の略称

SRIファンドへの組み入れ

「第４回『２１世紀金融行動原則』預金・貸金・リース業務ワーキンググループ会議」ホスト行として

「環境金融」で低炭素社会へ

当行は、気候変動キャンペーン
「Fun to Share」に賛同しています。

　1880～2012年において、世界平均地上気温は
0.85℃上昇しています。特に最近30年の各10年間は
1850年以降のどの10年間よりも高温となっており、
地球温暖化はまったなしの状況です。

　生物多様性とは、いきものたちの豊かな個性とつな
がりのことです。多様ないきものはすべて支えあって
生きており、生物多様性は、人間が生きていくうえでの
基盤です。昨今の自然環境の悪化により、生物多様性
が損なわれていることは大きな問題となっています。

【地球温暖化】【地球温暖化】
【生物多様性】【生物多様性】

（主催：グリーン購入ネットワーク（ＧＰＮ））に

　地域に対する影響力が大きい地方銀行として、グリーン購入をはじめとした「環境負

第１５回グリーン購入大賞「大賞」受賞

第１７回環境コミュニケーション大賞ダブル受賞

お金の流れで地球環境を守る
経済の血液である「金融」の役割を通じて持続可能な社会づくりへ貢献できるよう、

当行は環境対応型金融商品・サービスの開発、提供により「環境金融」を実践しています。

ＣＳＲ委員会
ＩＳＯ事務局

頭取

環境管理責任者

各部室 関連会社
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